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Ⅰ-７ 看護小規模多機能型居宅介護の概要と整備／サービス利用状況 

1. 看護小規模多機能型居宅介護の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 看護小規模多機能型居宅介護とは、退院後の在宅生活への移行や、看取り期の支

援、家族に対するレスパイト等への対応など、利用者や家族の状態やニーズに応

じ、主治医との密接な連携のもと、医療行為も含めた多様なサービス（通い・泊ま

り・訪問〈看護・介護〉）を 24 時間 365 日提供する地域密着型のサービスのことです

（図表Ⅰ-7-1）。 

 小規模多機能型居宅介護と訪問看護の機能を有した「複合型サービス」として、

2012 年度介護報酬改定で創設されましたが、2015 年度介護報酬改定において、サー

ビス内容を具体的にイメージできるよう、現在の名称に変更されました（図表Ⅰ-7-

2）。 

 今後も、施設整備量を上回る形で中重度の要介護者が増加していくと見込まれてい

ます。医療ニーズが高い中重度の要介護者の在宅生活を支えるサービスとして、非

常に期待されているのが、看護小規模多機能型居宅介護です。 
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図表Ⅰ-7-1. 看護小規模多機能型居宅介護の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出所）厚生労働省：看護小規模多機能型居宅介護、第 179回介護給付費分科会（令和 2年 7月 8日）、資料 5より

引用  
 

図表Ⅰ-7-2. 看護小規模多機能型居宅介護の変遷 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出所）厚生労働省：看護小規模多機能型居宅介護、第 179回介護給付費分科会（令和 2年 7月 8日）、資料 5より

引用  
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2. 看護小規模多機能型居宅介護の整備／サービス利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 2012 年に創設された看護小規模多機能型居宅介護の事業所数は年々増加し、2013年

の 74 カ所が、2020 年現在 711 カ所となっています（図表Ⅰ-7-3）。 

 サービス受給者数も年々増加し、2013 年の 49人が、2019 年時点で 11,442 人にまで

増加しています。これを要介護度別にみると、約 6 割が要介護 3 以上となっていま

す（図表Ⅰ-7-4）。 
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図表Ⅰ-7-3. 看護小規模多機能型居宅介護事業所数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出所）厚生労働省：介護サービス施設・事業所調査より作成 

 

 

 

図表Ⅰ-7-4. 看護小規模多機能型居宅介護サービス受給者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出所）厚生労働省：看護小規模多機能型居宅介護、第 179回介護給付費分科会（令和 2年 7月 8日）、資料 5より

引用 
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3. 看護小規模多機能型居宅介護の利用者の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 サービス利用者の主傷病をみると、利用者全体（n=3,064）では「認知症」が 29.6％

と最も多く、次いで「脳卒中」18.1％、「心臓病」6.8％の順でした。ここで、退院・

退所直後の利用者（n=343）をみると、「末期がん」が 21.3％と最も多く、次いで

「脳卒中」13.7％、「認知症」12.8％の順でした。退院・退所直後の利用者の約 2 割

が末期がんとなっています（図表Ⅰ-7-5）。 

 サービス利用者の状態変化としては、「家族の介護負担が軽減し、在宅療養が継続で

きた」が最も多く、次いで「運動機能の改善が図られた」「入院を回避できた」「在

宅療養生活へのスムーズな移行ができた」の順となっていました。退院後の在宅生

活に不安のある方に適切に対応できていて、かつ、その後の再入院を防ぐととも

に、介護者の負担軽減にも貢献している様子がうかがえます（図表Ⅰ-7-6）。 
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図表Ⅰ-7-5. 看護小規模多機能型居宅介護の利用者の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出所）厚生労働省：看護小規模多機能型居宅介護、第 179回介護給付費分科会（令和 2年 7月 8日）、資料 5より

引用 https://www.mhlw.go.jp/content/12300000/000666434.pdf 

 
 

図表Ⅰ-7-6. 看護小規模多機能型居宅介護の利用者の変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出所）厚生労働省：看護小規模多機能型居宅介護、第 179回介護給付費分科会（令和 2年 7月 8日）、資料 5より

引用 
 

https://www.mhlw.go.jp/content/12300000/000666434.pdf


 

 
令和 4 年度 老人保健健康増進等事業 
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在宅医療・介護連携推進事業をさらに実効性のあるものとするために 
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